
安斎先生技術通信の

木構造の疑問・質問にお答えします！

技術的なご相談はこちらへ！⇨ mail question@mokutaikyo.com ☎03・6261・2040（木耐協事務局）

福島県生まれ。木耐協設立
当初から技術顧問として組
合員の指導や技術開発を
行う。2007年国土交通大
臣表彰。趣味は社交ダンス

安斎正弘
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今
月
の
事
件
簿
★
木
耐
協
24
時

「〝
ま
さ
か
〞で
は
済
ま
な
い
！

  

今
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
想
定
内
」

　

梅
雨
ま
っ
た
だ
中
の
こ
の
季
節
、

雨
に
関
す
る
事
件
も
増
加
す
る
。今

回
は
非
常
に
や
っ
か
い
な
、い
わ
ゆ
る

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」に
ま
つ
わ
る
事
件
を

お
伝
え
し
よ
う
。

　

現
場
は
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
を

行
う
戸
建
て
住
宅
。今
朝
の
天
気
予

報
で
も「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
注
意
」と
い

う
予
報
だ
っ
た
が
、朝
か
ら
天
候
も

よ
か
っ
た
た
め
予
定
通
り
工
事
を
進

め
て
い
た
。ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
に

も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、こ
の
ペ
ー
ス
で

い
け
ば
一
雨
く
る
前
に
区
切
り
が
つ

け
ら
れ
そ
う
だ
と
ふ
ん
で
い
た
。

　

安
心
し
て
い
た
矢
先
、急
に
黒
い

雲
が
立
ち
こ
み
は
じ
め
た
。異
変
に

気
づ
き
急
い
で
養
生
シ
ー
ト
で
覆
い

始
め
た
が
間
に

合
わ
ず
、無
情
に

も
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
よ
う

な
豪
雨
が
降

り
始
め
た
。

雨
は
屋
内
に

も
浸
水
し
、

天
井
・
壁
・
床
・

家
具
が
水
浸
し
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。備
え
は
充
分
だ
っ
た
が
、対
応
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
被
害
と
し
て
、

木
耐
協
総
合
補
償
制
度
で
補
償
さ

れ
た
。

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
被
害
が
恐
ろ
し
い
の

は
、一
瞬
で
百
万
円
近
く
の
損
害
に

至
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。し
か
し
、近

年
こ
れ
だ
け
発
生
し
て
い
る
以
上
、

も
は
や
想
定
外
の
事
態
で
は
な
い
。

黒
い
雲
や
突
然
吹
く
冷
た
い
風
と
い

っ
た〝
予
兆
〞を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
。ま
た
、豪
雨
に

も
耐
え
る
丈
夫
な
養
生
シ
ー
ト
は
、

値
が
張
る
が
、事
件
を
防
げ
る
と
思

え
ば
高
く
は
な
い
の
だ
。

Question 事務局発！耐震実務のポイント解説

『診断時における判断基準』その5

組合員の方々から木耐協事務局に寄せられる様々な相談・質問。
このコーナーでは、事例を挙げながら、事務局が解説を行ないます。

今号の
テーマ

壁を調査した際、建防協のテキストに記載のない部材が使用されていたが、
耐力はどのように評価したらよいか。質問

原則的には、壁の耐力評価はできません。
回 答

　一般診断法における壁の部材の耐力評価は、建防協の
テキスト「指針と解説編」P31に掲載されています。また、
同テキストP67～68に掲載されている精密診断法の工
法の面材も、一般診断法に使用することが可能です。
　調査時にALCパネルなどのテキストに掲載されていな
い部材が使われていた場合、木耐協では原則的に安全側
を見て耐力評価なしという考え方を推奨しています。
　例外として、部材メーカーのHP等に第三者機関等で評
価され、根拠となる数値があればその耐力を採用するこ
とが可能です。

❶ 建防協のテキストに掲載されている
　 部材かどうか確認する

❸ 上記❶❷とも該当しない場合、安全側の
　 評価として耐力「無し」と判断する

❷ 第三者機関等で耐力が評価されていないか
　 確認する
　 （大臣認定の場合：壁倍率×1.96で評価　テキストP37参照）

診断時における壁部材の判断基準

次号は屋根に太陽光パネルが載っている（またはこれから載せる）場合について解説します。ご期待ください！

News

7月号

2014年

　

今
年
の
大
相
撲
夏
場
所
は
、熱
の
入

る
な
か
な
か
面
白
い
場
所
だ
っ
た
。こ
の

後
は
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
と

関
心
は
移
る
が
、現
地
の
治
安
が
心
配

だ
。最
近
は
何
か
と
世
界
中
が
渾
沌
と
し

て
き
て
い
る
気
が
す
る
。世
界
的
規
模
で

の「
安
寧
な
日
々
」っ
て
実
現
不
可
能
な

の
だ
ろ
う
か
？
そ
こ
に
は
い
つ
も
弱
い
立

場
の
人
々
の
犠
牲
が
付
き
ま
と
っ
て
い

る
。や
る
せ
な
い
…
。

　

さ
あ
、今
月
も
こ
の
回
答
集
を
め
ぐ

り
、内
容
・
趣
旨
を
確
認
し
日
々
の
実
務

に
活
か
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
建
築
防
災
協
会
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
文
章
は
、下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス
か
ら
直
接
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
注
：
紙
面
の
都
合
H
P
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
文
章
か
ら
、趣
旨
を
外
さ
な
い

程
度
に
表
現
を
変
え
て
い
ま
す
。〉

「
2
0
1
2
年
改
訂
版 

木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」の

質
問・回
答
集
の
確
認

◎
今
号
の
テ
ー
マ

一
般
診
断
法

【
保
有
す
る
耐
力
】に

つ
い
て
の
考
察

標準的に階高が
2.73ｍとあるが
どの程度の高さまで
許容できるか？

考 察

［前編］
本診断法で許容できる高さは3ｍ
程度と考えていて、3.4ｍ程度なら
このまま適用可と考える。

　ここでは高さについての質問も回答の方もしっかり
と定義付けせずに表現されている気がします。最初に
出てくる2.73ｍはいわゆる「構造階高」であり、1階で言
えば土台心から２階梁の中心までの高さを指してい
て、後の3.4ｍは構造階高なのか或いは基準法上の階
高（1FL～2FLまで）なのか明瞭でない。そして回答では
「許容できる」高さは3ｍ程度で、（従って）3.4ｍ程度な
ら（許容できる範囲なので）このまま適用しても良いと
考える、と答えています。このくだりから判断すると、基
準法上の階高が3.4ｍ位なら（誤差の範囲内として）許
容できるので、そのまま適用しても良いでしょう、…と
判読できましょう。
　そもそも、最初に出てきた2.73ｍという数字は、標準
的な木造住宅の柱材が10尺（3.03ｍ）であり、土台下端
から2階梁上までを3.03ｍとした場合に、これを土台中
心から2階梁の中心までのいわゆる「構造階高」で表す
と、ほぼ2.7ｍないし2.73ｍ程度だとして定められた高
さです。回答では、評価のバラツキ・安全率等の判断か
ら意匠階高は3.4ｍ（11尺）程度まで許容しても良い、と
したのだと思います。

Q45

http://www.kenchiku-bosai.or.jp/seismic/wquest.html

ゲ
リ
ラ
豪
雨
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
!!

降
り
始
め
る
前
の
予
兆
を
見
逃
さ
な
い
!!


